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となるので，ナヴィエ‐ストークス方程式の両辺をフーリエ変換したものは

∂ �̃(�)

∂t
+ i

∫
d�′

�̃(�′)
(
�
′ · �̃(� − �

′)
)

= − i

ρ
�p̃ − νk2

�̃(�). (5.69)

(5.67) を用いて，この式からさらに p̃ を消去することができる．(5.69) と � の

内積をとり，(5.67) を用いて � · �̃ を 0 におくと
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この p̃ を (5.69) に代入して
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さらに (5.67) で波数を � − �′ とおくと
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